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米持校長と共に受賞を報告

　

秋
田
市
で
こ
の
ほ
ど
開
催
さ

れ
た
県
歯
科
保
健
大
会（
県
教
育

委
員
会
な
ど
主
催
）で
、東
由
利

小
学
校（
織
田
羽
衣
子
校
長
）が

「
県
良
い
歯
の
学
校
」の
優
秀
校

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
毎
年
、
歯
と
口
の

健
康
維
持
に
重
要
な
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
あ
る
児
童
生
徒
の
健

全
育
成
に
む
け
、
学
校
歯
科
保

健
活
動
を
推
進
し
、
模
範
的
な

活
動
を
し
て
い
る
学
校
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
を
受
け
、

織
田
校
長
は
「
受
賞
は
幼
少
時

か
ら
学
校
歯
科
医
と
学
校
、
保

護
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
。
今
後

も
組
織
的
な
取
り
組
み
で
正
し

い
知
識
と
食
習
慣
を
育
ん
で
い

き
た
い
」
と
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
「
第
32
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団　

柔
道
交
流
大
会
」
が
宮

城
県
武
道
館
で
11
月
24
日
・
25
日
に

開
催
さ
れ
、
東
北
６
県
の
代
表
と
開

催
地
の
２
チ
ー
ム
を
加
え
た
計
８

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行
わ
れ
た
中
学

生
男
子
団
体
の
部
に
、
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
小
友
唯
心
塾
が
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
部
員
た
ち
は
コ
ー
チ

と
共
に
市
役
所
を
訪
れ
、
長
谷
部
市

長
へ
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

髙
橋
駿
主
将
（
東
中
２
年
）
は
、

「
優
勝
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

来
年
は
全
国
大
会
で
上
位
に
入
り
た

い
」
と
話
し
、
さ
ら
な
る
健
闘
を
誓

い
ま
し
た
。

　

㈶
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
ジ
ャ

パ
ン
主
催
の
第
14
回
「
み
ど

り
の
小
道
・
環
境
日
記
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
、
西
目
小
６
年

の
袴
田
那
央
さ
ん
が
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
６
１
２
０
冊

の
日
記
の
中
で
、
最
高
賞
と

な
る
金
賞（
環
境
大
臣
賞
）を

受
賞
し
ま
し
た
。
今
回
の
受

賞
は
前
々
回
の
銅
賞
、
前
回

の
銀
賞
に
続
く
３
年
連
続
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
こ

れ
か
ら
の
地
球
を
担
う
小
学

生
た
ち
が
、
12
週
間
に
わ

た
っ
て
環
境
を
テ
ー
マ
に
し

た
日
記
を
書
く
こ
と
で
日
頃

か
ら
身
近
な
地
球
環
境
に
つ

い
て
考
え
、
み
ん
な
で
話
し

合
い
、
行
動
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
湖
で
発
見
さ
れ
た
ク
ニ

マ
ス
を
田
沢
湖
に
戻
し
た
い

と
考
え
た
袴
田
さ
ん
は
、
田

沢
湖
や
玉
川
導
水
路
な
ど
で

水
を
採
取
し
、
ク
ニ
マ
ス
が

生
息
で
き
る
水
質
に
す
る
た

め
に
は
ど
れ
だ
け
の
石
灰
が

必
要
か
実
験
し
、
日
記
に
記

録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性

や
環
境
保
護
の
大
切
さ
に
つ

い
て
の
考
え
も
ま
と
め
て
い

ま
す
。

　

12
月
15
日
に
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト（
東
京
都
）で
行
わ
れ

た
表
彰
式
を
終
え
、
同
20
日

に
米
持
隆
司
校
長
と
共
に
長

谷
部
市
長
に
受
賞
の
報
告
を

し
た
袴
田
さ
ん
は
「
田
沢
湖

に
ク
ニ
マ
ス
を
返
す
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
今
後
も
っ
と

詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
長
谷
部
市
長

は
袴
田
さ
ん
の
取
り
組
ん
だ

資
料
に
目
を
通
し
、「
毎
日

の
頑
張
り
が
う
か
が
え
る
。

受
賞
は
一
日
一
日
の
積
み
重

ね
に
よ
る
も
の
で
す
ね
」
と

た
た
え
ま
し
た
。

絵本の主人公が描かれた１枚の紙を切って折ると、
８ページの絵本が完成。親子で相談しながらイラスト
に色を塗ったり、シールを貼ったりして、自分だけの
絵本を作りました。

（12月27日  中央図書館「冬の親子読書教室」にて）
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防
火
意
識
の
普
及
と
消
防
関
係
者
の
士

気
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、
市
消
防
出
初
め

式
が
１
月
５
日
に
市
役
所
前
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
保
育
園
児
な
ど
が
は
し
ご
車
か
ら

下
げ
ら
れ
た
く
す
玉
を
開
い
た
後
、
各
支

団
の
消
防
団
員
や
消
防
職
員
お
よ
そ
８
０

０
人
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
永

年
勤
続
者
や
顕
著
な
活
躍
が
あ
っ
た
団
員
、

分
団
を
表
彰
。
長
谷
部
市
長
は
「
今
日
、

消
防
防
災
業
務
に
対
し
て
は
多
様
化
・
大

規
模
化
す
る
災
害
へ
の
、
よ
り
迅
速
・
高

度
な
対
応
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

た
な
防
災
拠
点
と
し
て
新
消
防
庁
舎
の
建

設
が
始
ま
る
こ
と
に
加
え
、
各
種
災
害
に

対
処
す
る
た
め
の
資
機
材
整
備
や
、
団
員

の
教
育
訓
練
の
実
施
な
ど
、
消
防
体
制
の

充
実
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
畠
山
団
長
は
「
私
た
ち
消
防
団

員
は
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
消

防
団
で
す
。
火
災
や
水
害
な
ど
危
険
を
伴

う
現
場
へ
立
ち
向
か
い
、
ま
さ
に
『
最
初

か
ら
最
後
ま
で
』、
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
活
動
を
す
る
の
が
使
命
で

す
が
、
決
し
て
家
族
を
悲
し
ま
せ
る
よ
う

な
事
故
が
な
い
よ
う
、
各
所
属
で
消
防
戦

略
を
練
り
、
万
全
の
準
備
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
訓
示
し
ま
し

た
。

仕
事
始
め
に
あ
た
り
、
長
谷
部
市
長
が
訓
示

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、
心
を
一
つ
に

有 功 章
今野強（岩城支団第４分団 分団長） 佐藤浩之（鳥海支団
第２分団 分団長） 村上吉和（鳥海支団本部 分団長）藤
原茂樹（鳥海支団第７分団 分団長） 土田豊（矢島支団第
３分団 分団長） 小林富士雄（由利支団本部 分団長） 佐
藤正樹（由利支団本部 分団長） 北島正和（矢島支団第２
分団 分団長） 田口隆（本荘支団第５分団 副分団長） 石
崎仁（本荘支団第１分団 副分団長） 渡辺静一（本荘支団
第３分団 副分団長） 佐々木功（大内支団第４分団 副分
団長） 佐藤由弘（本荘支団第４分団 副分団長） 渡辺光明
（西目支団第３分団 副分団長） 齋藤正和（西目支団第４
分団 副分団長） 田口正敏（岩城支団本部 部長） 佐々木
直（東由利支団第５分団第１部 部長） 佐々木正志（大内
支団第４分団第２部 団員） 渡辺利宏（東由利支団第１分
団第１部 団員）
  
永年勤続功労章（40年以上） 
齊藤貞雄（大内支団 支団長）

永年勤続章（35年以上） 
石綿喜代隆（由利本荘市消防団 副団長） 齋藤安雄（西目
支団 副支団長） 佐々木義雄（大内支団第６分団 分団長）

永年勤続章（30年以上） 
池田洋（岩城支団 副支団長） 佐藤義一（鳥海支団 副支
団長） 田口明高（本荘支団第６分団 分団長）伊藤博（岩
城支団第１分団 分団長） 阿部寿夫（東由利支団第５分団 
分団長） 小川隆雄（本荘支団第７分団 分団長） 冨樫公一
（由利本荘市消防団本部 分団長） 武田謙一（大内支団第
１分団 分団長） 湯田欽一（岩城支団本部 副分団長） 清
橋俊明（本荘支団第１分団 副分団長） 工藤富治雄（岩城
支団第２分団第１部 部長） 加藤春雄（岩城支団第１分団
第１部 部長） 長谷部和彦（本荘支団第７分団第５部 班
長）佐藤新詠（鳥海支団第１分団第２部 班長）長谷部
太（本荘支団第７分団第５部 団員） 田口金次（岩城支団
第３分団第１部 団員） 佐藤正栄（鳥海支団第１分団 機
能別団員） 眞坂昇（鳥海支団第６分団 機能別団員）

おつかれさまです。
ありがとうございます。

※抜粋・敬称略 「
市
消
防
出
初
め
式
」
心
新
た
に
防
火
を
誓
う

「
市
消
防
出
初
め
式
」
心
新
た
に
防
火
を
誓
う

「
市
消
防
出
初
め
式
」
心
新
た
に
防
火
を
誓
う

　

仕
事
始
め
の
４
日
、
長
谷
部

市
長
が
職
員
を
前
に
、
次
の
よ

う
に
訓
示
し
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
、
新
し
い
目
標
を
持
た
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
私
か

ら
は
、
皆
さ
ん
に
二
つ
の
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
市
民
が
今
、
何

を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
敏

感
に
感
じ
取
り
、
即
座
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
精
神
」
を
養
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
。
二
つ
目
は
、

「
市
民
が
市
政
を
ど
う
見
る
か
、

市
民
が
市
職
員
を
ど
う
見
る
か
」

の
意
識
を
常
に
持
っ
て
、
職
務

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
取
り
合
い
、

心
を
合
わ
せ
て
仕
事
に
励
め
ば
、

必
ず
や
活
力
に
満
ち
、
い
き
い

き
と
し
た
由
利
本
荘
市
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
均
衡
あ
る
市
政

発
展
の
た
め
、
さ
ら
な
る
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長谷部市長と村岡敏英衆議院議員による餅まき
行進を先導する
　　　石脇西保育園児

全員で万歳三唱

行進する部隊を観閲する畠山団長と長谷部市長
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第
９
回
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
が

12
月
１
日
、
市
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
、
訪
れ
た
親
子
連
れ
な

ど
約
６
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
見

る
、
試
す
、
作
る
の
各
種
実
験

の
ほ
か
、
計
算
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ

ー
ナ
ー
な
ど
42
も
の
テ
ー
マ
で

設
け
ら
れ
た
ブ
ー
ス
が
並
び
、

子
ど
も
た
ち
は
理
科
や
算
数
を

学
ぶ
楽
し
さ
に
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
県
立

大
学
の
学
生
、
サ
イ
エ
ン
ス
ク

ラ
ブ
や
市
内
中
学
校
の
科
学
部

員
な
ど
が
実
験
の
指
導
に
あ
た

り
、
科
学
の
面
白
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
ま
し
た
。

　

ス
ラ
イ
ム
風
船
の
実
験
を
し

た
佐
藤
悠
眞
さ
ん
（
尾
崎
小
４

年
）
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
、

ほ
か
の
実
験
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
」
と
、
ガ
ラ
ス
管
の
中
に

好
き
な
ビ
ー
ズ
を
入
れ
る
マ
ド

ラ
ー
づ
く
り
の
実
験
を
し
た
齋

藤
花
純
さ
ん
（
尾
崎
小
３
年
）

は
「
友
だ
ち
み
ん
な
で
来
ま
し

た
。
と
て
も
き
れ
い
に
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま

し
た
。

　

エ
コ
に
対
す
る
関
心
を
高
め

よ
う
と
、
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら
の

助
成
を
受
け
、
エ
コ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
12
月
１
日
に
市
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の

家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

エ
コ
カ
ー
の
展
示
・
試
乗
コ

ー
ナ
ー
や
住
宅
の
エ
コ
診
断
コ

ー
ナ
ー
な
ど
42
の
ブ
ー
ス
で
は
、

来
場
者
が
ブ
ー
ス
の
担
当
者
に

熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
内
地
域
の
小
学
６
年
生
を

対
象
に
行
わ
れ
た
「
エ
コ
夢
作

文
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
３
人

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
岩
谷
小
の
鈴
木
麗
未

さ
ん
は
、「
夏
休
み
に
エ
コ
生
活

を
し
た
経
験
が
毎
日
の
生
活
に

生
き
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の

力
は
小
さ
い
が
、
み
ん
な
の
力

が
集
ま
る
と
未
来
を
守
る
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
」
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

平
成
14
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
ゆ
り
の
里
交
流
セ
ン
タ

ー
ゆ
り
え
も
ん
」
の
入
湯
者
が

12
月
25
日
に
50
万
人
を
達
成
し

ま
し
た
。
50
万
人
目
の
入
湯
者

と
な
っ
た
前
郷
の
菊
地
紀
さ
ん

に
は
㈲
ゆ
り
の
里
振
興
社
の
橘

明
子
代
表
取
締
役
か
ら
花
束
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ゆ
り
え
も
ん
の
佐
々
木
康
弘

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
き
入
湯
者
50

万
人
を
達
成
で
き
ま
し
た
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
従
業

員
一
同
、
よ
り
一
層
頑
張
り
ま

す
の
で
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
」
と
気
持

ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ゆ
り
え
も
ん  

入
湯
者
50
万
人
達
成

「
エ
コ
」を
身
近
に
体
験　

エ
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

エコ・夢作文最優秀賞受賞者　左から佐々木楓さん
（上川大内小６年）、東海林遥哉さん（下川大内小６
年）、鈴木麗未さん

見験

ラ員りたてた年ほた好ラ藤

42
の
実
験
ブ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら 

科
学
を
学
ぶ

科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

公
営
住
宅

　

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
西
）

　
　

  

〃　
　
　

 

２
戸
（
鶴
岡
）

　
　

  

〃　
　
　

 

１
戸
（
愛
宕
）

　

矢
島
地
域　
　

１
戸
（
下
山
寺
）

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

岩
城
地
域　
　

２
戸
（
田
町
）

申
し
込
み
期
限　

１
月
25
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

都
市
計
画
課
（
☎
24
―
６
３
３

　

４
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課
ま
で

墓
地
の
名
称　

新
山
野
墓
園
（
石

　

脇
字
新
山
野
地
内
）

募
集
区
画
数　

４
区
画　

各
４
平

　

方
㍍

募
集
対
象　

他
に
墓
地
を
所
有
せ

　

ず
お
骨
（
焼
骨
）
を
保
管
さ
れ

　

て
い
る
方

募
集
期
間　

１
月
21
日
㈪
か
ら
先

　

着
順
で
受
け
付
け
（
埋
葬
許
可

　

書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）
し
、

　

な
く
な
り
次
第
に
終
了

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課　

☎
24―

６
２
５

　

３
試
験
種
目　

自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格　

平
成
24
年
４
月
１
日

　

現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　

男
子
（
高
卒
見
込
み
含
む
）

試
験
期
日　

２
月
17
日
㈰

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐

　

屯
地
（
秋
田
市
寺
内
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月
12
日
㈫
ま
で
、
自
衛
隊
由

　

利
本
荘
地
域
事
務
所　

☎
22―

　

３
４
７
９

日
時　

２
月
17
日
㈰　

８
時
〜

会
場　

小
友
公
民
館
体
育
館

種
目　

一
般
男
子
・
女
子
、
混
合

参
加
料　

２
千
円

※

代
表
者
会
議
を
２
月
５
日
㈫
に

　

実
施
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月
４
日
㈪
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ

　

課　

☎
32―

１
３
３
４

日
時　

２
月
３
日
㈰　

10
時
〜
正

　

午
会
場　

鶴
舞
会
館　

講
堂

内
容　

節
分
の
豆
ま
き

対
象　

親
と
子
、
祖
父
母
と
孫
な

　

ど
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

１
月
30
日
㈬
ま
で
、
市
社
会
福

　

祉
協
議
会
本
荘
支
所　

☎
24―

　

３
６
３
４

　

経
理
知
識
の
習
得
と
パ
ソ
コ
ン

技
能
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
な
ど
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
受

講
期
間
内
に
給
付
金
を
受
け
ら
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日
㈪
〜
６
月
20
日

　

㈭　

９
時
20
分
〜
15
時
50
分  

※

土
日
祝
日
は
休
み

会
場　
デ
ュ
ナ
ミ
ス
本
荘
校
（
水
林
）

定
員　
15
人
（
２
月
12
日
選
考
会
）

受
講
料　

無
料
（
教
材
費
は
自
己

　

負
担
）

対
象　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

　

申
し
込
み
を
行
い
、
職
業
訓
練

　

そ
の
他
の
支
援
措
置
の
必
要
性

　

が
認
め
ら
れ
る
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
２
月
５
日
㈫
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
本
荘　

☎
22―

３
４
２
１
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こ
れ
ま
で
集
落
支
援
員
の
業
務

と
し
て
、
主
に
集
落
活
性
化
モ
デ

ル
事
業
の
活
動
支
援
や
、
持
続
可

能
な
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
け
た

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
事

業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
内
９
集
落
で
行
う
「
集
落
活

性
化
モ
デ
ル
事
業
」
は
４
年
目
と

な
り
ま
す
が
、
今
年
度
以
降
は

「
自
立
に
向
け
た
活
性
化
プ
ラ
ン

の
実
践
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

９
集
落
の
な
か
に
は
、
県
内
各
地

の
活
性
化
を
目
指
す
地
域
と
積
極

的
に
双
方
向
交
流
を
実
施
す
る
な

ど
、
自
主
的
に
交
流
人
口
の
拡
大

や
ム
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
に
取
り

組
む
集
落
も
で
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

実
践
者
の
活
動
は
こ
れ
ま
で
も
盛

ん
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
横
の
つ
な

が
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状

で
し
た
。
そ
こ
で
、
農
家
民
宿
を

営
む
４
名
の
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
に

よ
る
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
事
業
」
を
開
催
し
、
経
営
に

当
た
っ
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
共
通
課
題
と
し
て
、
地
域

資
源
の
有
効
的
な
活
用
法
や
付
加

価
値
の
つ
け
方
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

資
源
の
相
互
利
用
の
方
策
な
ど
が

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
農
家
民
宿
の
オ
ー
ナ
ー

だ
け
で
な
く
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
携
わ
る
方
々
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
互
い
の
意
識
を
高
め
な
が

ら
、
市
内
各
地
の
活
動
を
点
か
ら

線
、
線
か
ら
面
へ
、
ひ
と
つ
の
大

き
な
動
き
を
生
み
、
新
た
な
「
気

づ
き
」
が
続
々
と
湧
き
出
る
も
の

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
成
功
し
て
い
る
地
域
お
こ

し
の
事
例
を
私
的
に
検
証
す
る
と
、

地
場
産
品
を
活
用
し
た
も
の
が
大

半
で
す
。
今
後
の
持
続
可
能
な
地

域
の
発
展
に
向
け
て
、
本
市
内
で

も
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・
農
産
物
特

産
品
開
発
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
農

業
な
ど
の
創
生
を
目
指
す
と
と
も

に
今
事
業
を
通
じ
て
活
性
化
に
結

び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
精
力
的
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

  

集
落
支
援
員　

長
田  

桂
佑



期
日
・
会
場　

２
月
１
日
㈮
・
善

　

隣
館
、
２
月
５
日
㈫　

社
会
福

　

祉
協
議
会
西
目
支
所

※

時
間
は
と
も
に
10
時
〜
15
時

内
容  

人
権
相
談
（
差
別
、
名
誉
、

　

信
用
、
住
居
の
安
全
、
い
や
が

　

ら
せ
、
う
わ
さ
、
近
隣
関
係
）、

　

困
り
ご
と
（
土
地
・
建
物
の
権

　

利
・
登
記
、
家
族
、
不
動
産
の

　

賃
貸
借
）、
子
ど
も
の
人
権
（
い

　

じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

　

借
金
や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
悩

ん
で
い
る
方
を
対
象
に
、
弁
護
士

の
法
律
相
談
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
５
日
㈫
〜
８
日
㈮　

　

13
時
〜

会
場　

鶴
舞
会
館
３
階
会
議
室

※

手
話
通
訳
や
会
場
内
で
の
介
助

　

を
要
す
る
方
は
事
前
に
お
知
ら

　

せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

本
荘
支
所　

☎
24―

３
６
３
４

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
保
健
セ
ン

　

タ
ー　

☎
22―

１
８
３
４
、
市

　

社
協　

本
荘
支
部

　

食
品
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

向
け
、
消
費
者
が
個
人
で
持
ち
込

む
食
品
に
つ
い
て
も
放
射
性
物
質

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
場
所　
県
生
活
セ
ン
タ
ー（
秋

　

田
市　

ア
ト
リ
オ
ン
７
階
）

対
象
品　
流
通
す
る
食
品
（
レ
シ
ー

　

ト
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
で
購
入

　

先
や
産
地
が
確
認
で
き
る
も
の
）、

　

自
家
栽
培
、
自
家
採
取
し
た
食

　

品

※

除
外
す
る
も
の　

産
地
（
採
取

　

地
）・
製
造
者
・
販
売
者
な
ど

　

出
ど
こ
ろ
が
明
ら
か
で
な
い
も

　

の
、
輸
入
品
な
ど
今
回
の
原
発

　

事
故
と
関
連
し
な
い
も
の

※

県
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
予
約
が
必

　

要
で
す

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
相

　

談
室　

☎
24―

６
２
５
１
、
県

　

生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
８―

　

８
３
６―

７
８
０
６

　

地
域
活
性
化
に
効
果
が
期
待
さ

れ
る
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
助

成
す
る「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り

は
２
月
１
日
㈮
、
お
早
め
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
本
紙
１
月
１
日
号
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
お
こ
し
課

　

☎
24―

６
２
３
５

　

消
防
庁
と
文
化
庁
が
定
め
た

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、

国
指
定
文
化
財
「
土
田
家
住
宅
」

で
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓

練
の
様
子
を
見
学
し
、
防
災
意
識

の
再
確
認
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
25
日
㈮　

９
時
半
〜

問
い
合
わ
せ
先　

矢
島
教
育
学
習

　

課　

☎
56―

２
２
０
３

　

当
初
、
１
月
末
ま
で
の
工
事
予

定
で
し
た
が
、
体
育
館
の
老
朽
化

が
著
し
く
、
補
強
工
事
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
工
事
期
間
を

平
成
25
年
３
月
末
ま
で
延
長
し
ま

す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

南
内
越
公
民
館

　

☎
22―

０
３
１
６
、
生
涯
学
習

　

課　

☎
32―

１
３
３
２

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

　各地域の申告相談の開始日と会場は、次のとおり
です。
　申告についての詳しい内容は、本紙２月１日号で
お知らせするほか、地区割り日程は支所だよりなど
でお知らせします。
■地域別の申告開始日と会場

※全地域３月15日㈮が最終日です
問い合わせ先　税務課　☎24－6302、または各総
　合支所振興課

平成2平成25年１月15日号年１月15日号平成25年１月15日号

地 　域 開 始 日 会　　　場
鳥　　海
岩　　城
大　　内
西　　目
由　　利
東  由  利
本　　荘
矢　　島

２月６日㈬

２月８日㈮

２月12日㈫

2月13日㈬

総合支所ほか
総合支所ほか
総合支所ほか
総合支所
善隣館
総合支所
鶴舞会館
総合支所

　

平
成
25
年
度
に
使
用
す
る
納
税

通
知
書
送
付
用
封
筒
の
裏
面
に

「
広
告
」
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
封
筒
は
、
主
に
４
月
〜
７

月
の
発
送
に
使
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

●封筒の種類、内容、広告の大きさなど

■広告位置　封筒裏面の右下部分、下部　　■刷り色　黒・紺などの単色
　※①②のどちらか一方でも、または両方でも申し込みできます。
●申し込み方法　「市税等納税通知書送付用封筒広告掲載申込書」（市ホームページよりダウン
　ロード可）に記入のうえ、必要な添付書類を添えて税務課まで提出してください。詳しくは
　市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　◆問い合わせ先　税務課　☎24－6301

封筒の種類
①個人市・県民税、軽自動車
　税、国民健康保険税　用
②固定資産税　用

４～７月 58,000通 ２月８日㈮
　　　まで

100×55㍉ 32,000円

５　月 33,000通 150×80㍉ 33,000円

発送時期 募集期間 広告枠（基準） 最低基準価格発送予定数

日
時　

２
月
15
日
㈮　

９
時
50
分

　

〜
13
時（
受
け
付
け
９
時
半
〜
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

創
作
テ
ラ
ス

内
容　

 「
フ
ラ
ン
ス
鴨
に
つ
い
て
」

　
講
演
、
調
理
実
習
、
試
食
な
ど

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

１
月
28
日
㈪
ま
で
、
生
涯
学
習

　

課　

☎
32―

１
３
３
２

　

日
本
海
側
最
古
の
菖
蒲
崎
貝
塚

出
土
品
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　

１
月
25
日
㈮
〜
２
月

　

３
日
㈰
（
入
館
無
料
、
１
月
28

　

日
㈪
は
休
館
日
）

会
場　

修
身
館
（
本
荘
公
園
内
）

問
い
合
わ
せ
先　

修
身
館　

☎
28

　

―

４
７
２
２

日
時　

１
月
27
日
㈰　

15
時
〜
18

　

時
半

会
場　

県
立
大
学
前
飛
鳥
大
通
り

内
容　

ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
、
た

　

こ
揚
げ
、
雪
像
づ
く
り
な
ど

持
ち
物　

ス
コ
ッ
プ
、
移
植
ベ
ラ
、

　

点
灯
用
の
ラ
イ
タ
ー
な
ど

【
同
時
開
催
「
ミ
ニ
ミ
ニ
科
学
教
室
」】

　

県
立
大
学
生
が
小
学
生
を
対
象

に「
廃
油
か
ら
の
ろ
う
そ
く
作
り
」

や
「
き
ら
き
ら
光
る
星
空
を
つ
く

ろ
う
！
」
な
ど
科
学
教
室
を
行
い

ま
す
。
完
成
し
た
ろ
う
そ
く
は
、

ミ
ニ
か
ま
く
ら
の
灯
と
し
て
使
用

し
ま
す
。

日
時　

同
日
12
時
半
〜
（
集
合
＝

　

12
時
15
分
・
県
立
大
学
左
側
入

　

口
前
）

申
し
込
み　

１
月
22
日
㈫
ま
で

　

 （
定
員
50
人
・
参
加
無
料
）

※

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
食
用

　

油
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て

　

ご
持
参
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

南
内
越
公
民
館

　

☎
22―

０
３
１
６
、
ま
た
は
冨

　

樫
さ
ん  

☎
０
９
０―

７
７
９

　

２―

４
２
４
１

日
時　

３
月
８
日
㈮

会
場　

市
総
合
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
の
満
18
才
以
上

　

男
女
（
学
生
除
く
）

種
目　

①
混
成
の
部
（
男
性
２
人

　

以
内
）　

②
女
子
の
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

１
月
31
日
㈭
ま
で
、
鎌
田
さ
ん  

　

☎
23―

３
９
９
８

開
催
日　

２
月
５
日
㈫
か
ら

　

毎
週
火
曜
日
10
時
半
〜
11
時
20

　

分　

全
８
回　

定
員
20
人

講
師　

結
城
由
美
子
さ
ん

参
加
費　

千
円

◎
参
加
費
を
教
室
初
日
に
い
た
だ

　

き
ま
す
。
た
だ
し
、
プ
ー
ル
使

　

用
料
は
毎
回
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

遊
泳
館　

☎
24―

０
１
３
４

日
時　

２
月
３
日
㈰　

13
時
〜

　

 （
開
場　

正
午
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ

内
容　

創
作
劇
「
新  

遺
言
状
」

入
場
料　

１
８
０
０
円
（
前
売
り

　

券
１
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
演
劇
同
好
会  

　

岡
田
さ
ん　
☎
０
９
０―

１
０

　

６
８―

８
３
８
４

　

本
市
、
に
か
ほ
市
の
小
・
中
学

校
の
特
別
支
援
学
級
と
ゆ
り
養
護

学
校
の
児
童
生
徒
、
水
林
新
生
園

の
利
用
者
に
よ
る
美
術
作
品
92
点

を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

１
月
19
日
㈯　

８
時
〜
23

　

時
、
20
日
㈰　

８
時
〜
16
時

会
場　

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

　

タ
ー
本
荘
店

問
い
合
わ
せ
先　

新
山
小
学
校　

　

佐
々
木
さ
ん  
☎
22―

１
４
２

　

０
日
時　

２
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰
・

　

24
日
㈰　

13
時
半
〜
15
時
半

会
場　

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
心
者
（
参
加
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

伊
藤
さ
ん　

☎

　

０
７
０―

６
９
５
１―

７
５
２

　

８
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２月28日　固定資産税（第４期）・国保税（第８期）
　金融機関などに納付されてから市が納付を確認で
きるまでに、１週間程度かかります。納税証明など
でお急ぎの場合は、領収証書や引き落とし額が記帳
された通帳をご持参のうえ申請してください。
問い合わせ先　税務課　☎24－6303（納税証明など）
　　　　　　　収納課　☎24－6256（口座振替など）
　　　　　　　または各総合支所振興課

　 「市民と共に歩む市政」の一環として「市民と
のふれあいトーク」を開催します。
　これは、長谷部市長が地域の皆さんと膝を交え、
これからの地域づくりについて『座談会』形式で
意見を交換する会です。
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
　
【地域別開催日時】
　大　内　１月16日㈬　午後２時
　　　　　　　　　　　　農村環境改善センター
　西　目　１月17日㈭　午後２時　シーガル
　岩　城　１月18日㈮　午後２時　岩城会館
　東由利　１月25日㈮　午後２時　有鄰館
　由　利　２月１日㈮　午後２時　善隣館
　鳥　海　２月５日㈫　午後２時　紫水館
　本　荘　２月６日㈬　午後２時　アクアパル
　矢　島　２月８日㈮　午後２時　日新館
　
【内　容】　各地域の主要施策説明、意見交換など

○ 「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。○ 「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。○ 「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。
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ど
う
に
か
し
た
い
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
野　

伸
一

フ
ラ
イ
・
バ
イ
・
ワ
イ
ヤ　
　
　
　
　
　
　
　

石
持　

浅
海

Ｒ
Ｄ
Ｇ　

６　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原　

規
子

問
う
者
、
答
え
る
者　

上
・
下　
　
　

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ネ
ス

こ
こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア
ン　

２　
　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き

14
歳
か
ら
わ
か
る
生
活
保
護　
　
　
　
　
　
　

雨
宮　

処
凜

 
 

十
二
支
の
し
ん
ね
ん
か
い　
　
　
　
　
　
　
　

み
き
つ
み
き

ラ
イ
ジ
ン
グ
父
サ
ン　
　
　
　
　
　
　

く
す
の
き
し
げ
の
り

季
節
を
楽
し
も
う
！
料
理
と
遊
び
わ
く
わ
く
12
か
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
の
光
協
会

ぺ
ん
ぺ
ん
ぐ
さ
の
ふ
ゆ
と
は
る　
　
　
　
　
　

山
根　

悦
子

物
語
の
迷
路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
元
太
郎

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ザ
ジ
ズ
ゼ
ゾ
ウ　
　
　
　

や
な
せ
た
か
し

板
チ
ョ
コ
１
枚
か
ら
作
る
か
わ
い
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
山　

曜
子

プ
ロ
が
教
え
る
本
当
に
役
立
つ
介
護
術　
　
　

福
辺　

節
子

減
電
社
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
沢　

祥
司

が
ん
ワ
ク
チ
ン
治
療
革
命　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

祐
輔

日
本
の
神
々
が
わ
か
る
神
社
辞
典　
　
　
　
　

外
山　

晴
彦

何　

者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ

冷　

血　

上
・
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
村　
　

薫

歓
喜
の
仔　

上
・
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
童　

荒
太

エ
ン
ジ
ェ
ル
フ
ラ
イ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
　々

涼
子

カ
ジ
ュ
ア
ル
・
ベ
イ
カ
ン
シ
ー　

１
・
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

残
り
全
部
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

伊
坂
幸
太
郎

団
塊
世
代
の
孫
育
て
の
ス
ス
メ　
　
　
　
　
　

宮
本
ま
き
子

粥
百
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
梨
尚
之
・
翠
香
園

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
地
図　
　
　
　
　
　

ア
ラ
ン
・
ト
ム
ソ
ン

路
（
ル
ウ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

修
一

ま
ど
・
み
ち
お
人
生
処
方
詩
集　
　
　
　
　
　

ま
ど
み
ち
お

卑
怯
を
映
す
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

正
彦

神
去
な
あ
な
あ
夜
話　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
し
を
ん

祖
母
の
手
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
レ
ー
ナ
・
ア
グ
ス

赦
す
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
崎　

善
生

　卑怯者だけは許さない。
荒んだ世に向けられた著
者の目に映ったものとは。

新潮社／1,365円

藤原　正彦　著

　互いを思う心ゆえに苦
しむふたりの行く手には、
さらに過酷な運命が待ち
受けていた。

東京創元社／1,995円

パトリック・ネス　著
金原瑞人／樋渡正人　訳

　語呂のよいことばにの
せて、十二支の動物たち
を紹介。

こぐま社／1,155円

みきつみき　文
柳原　良平　画

　無料接種期間は、３月31日までです。
　ワクチンを接種して、病気を未然
に防ぎましょう。

【対象】生後２カ月～４歳児
【費用】全額無料

　これらのワクチンは、年齢によっ
て接種回数が異なります。
　 ▼生後２カ月～７カ月未満…４回
　 ▼生後７カ月～１歳未満……３回
　 ▼生後１歳～４歳……………１回
　　※小児用肺炎球菌ワクチンは
　　　１歳～２歳未満の場合２回

　これから接種を希望される方、規
定の回数を接種していない方は、接
種間隔に合わせ３月31日までに接
種されることをお勧めします。

【対象】
　中１～高１相当の年齢の女子
　（平成８年４月２日～

平成12年４月１日生まれ）
【費用】全額無料
　※現在、高１相当の年齢の方が４
　　月１日以降に接種する場合は、
　　追加接種でも有料

　３回接種することで抗体がつくら
れるといわれています。３回の接種
が終了していない方は、３月31日ま
でに完了されることをお勧めします。

平成25年１月15日号 広報ゆりほんじょう

　家庭用の塩素系漂白
剤を水で薄めて「塩素
液」を作ります。
　濃度によって効果が
異なりますので、正し
く計りましょう。

　

冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
感
染
症
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。

　

急
性
胃
腸
炎
の
原
因
と
な
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り

は
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

基
本
は
、
手
洗
い
で
す
。
個
人
や
集
団
で
の
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
食
品
な
ど
の
加
熱
殺
菌

▼
食
品
は
、
中
心
部
を
85
度
で
１

　

分
以
上
加
熱
す
る
。

　

特
に
二
枚
貝
は
中
心
ま
で
し
っ

　

か
り
火
を
通
す
。

▼
食
器
や
調
理
器
具
は
熱
湯
や
塩

　

素
系
漂
白
剤
を
薄
め
た
も
の

　

（※

）
で
消
毒
し
、
よ
く
乾
燥

　

さ
せ
る
。

③
感
染
し
た
人
の
嘔
吐
物
な
ど
の

　

処
理

▼
使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ

　

ン
、
手
袋
を
す
る
。

▼
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
飛
び

　

散
ら
な
い
よ
う
に
静
か
に
拭
き

　

取
る
。
そ
の
後
、
塩
素
系
漂
白

　

剤
を
薄
め
た
も
の
で
消
毒
し
、

　

10
分
後
に
水
拭
き
す
る
。

▼
拭
き
取
っ
た
も
の
は
、
塩
素
系

　

漂
白
剤
を
薄
め
た
も
の
を
入
れ

　

た
袋
に
密
封
し
、
廃
棄
す
る
。

　

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
医

療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
22
―
１
８
３
４

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

感
染
者
の
便
や
嘔
吐
物
か
ら
の

二
次
感
染
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
乾
燥

す
る
と
空
中
に
漂
い
、
口
に
入
っ

て
感
染
す
る
こ
と
も
。
家
庭
や
施

設
内
な
ど
で
は
飛
沫
感
染
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

①
手
洗
い
の
徹
底 

▼
調
理
・
配
膳
時
、
食
事
の
前
、

　

ト
イ
レ
の
後
、
帰
宅
時
な
ど
、

　

水
を
流
し
な
が
ら
せ
っ
け
ん
で
、

　

よ
く
手
を
洗
う
。
ペ
ー
パ
ー
タ

　

オ
ル
や
き
れ
い
な
タ
オ
ル
で
ふ

　

く
。

　

吐
き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、

発
熱
な
ど
。

　

通
常
は
、
３
日
以
内
に
回
復
し

ま
す
が
、
体
力
の
弱
い
乳
幼
児
や

高
齢
者
は
、
下
痢
に
よ
る
脱
水
症

状
や
合
併
症
に
よ
っ
て
重
症
化
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

症
状
の
な
い
場
合
や
、
軽
い
風

邪
の
症
状
に
似
て
い
る
の
で
、
感

染
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
手
指
や

食
品
を
介
し
て
感
染
を
広
げ
る
こ

お
う　
と

　

ひ　
ま
つ
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三浦　蒼大ちゃん（俊輔さん）三条

小川　舞虹ちゃん（拓也さん）親川

梶原　美空ちゃん（崇志さん）二番堰

前山　幸来ちゃん（　悠　さん）東町

　原　貴大ちゃん（駿輔さん）大鍬町

斉藤　柚奈ちゃん（政昭さん）石脇

小玉　美貴ちゃん（則子さん）石脇

佐々木初音ちゃん（周平さん）石脇

笹本　琉菜ちゃん（　寛　さん）石脇

竹内　　雪ちゃん（慎治さん）八幡下

山崎　笑佳ちゃん（隆之さん）東梵天

渋谷　　凪ちゃん（和希さん）矢島町木在

小沼千唯那ちゃん（晶紀さん）東鮎川

遠藤　來輝ちゃん（義浩さん）岩谷町

工藤　夢咲ちゃん（順一さん）東由利法内

伊藤　ななちゃん（　豊　さん）西目町出戸

三浦　愛心ちゃん（達也さん）鳥海町下直根

　　そう　た

　　　ま　こ

　　　そ　ら

　　　さ　ら

　　たかひろ

　　ゆず　な

　　　み　き

　　はつ　ね

　　　る　な

　　　　せつ

　　えみ　か

　　　　なぎ

　ち　い　な

　　らい　き

　　　み　さき

　　　あ　み

小松和子さん（旧大内町功労者・中田代）
12月27日永眠されました。昭和53年から通
算16年にわたり生涯教育奨励員を務められ
たほか、大内芸術文化協会会員として公民館
活動の円滑な推進と芸術文化の向上に尽力さ
れました。平成２年旧大内町社会事業功労者
顕彰。85歳。

武田アサヨさん
（埋田・103歳）

鎌田ハル子さん
（中梵天・78歳）

日野マスヲさん
（新組町・98歳）

佐々木晴吉さん
（石脇・93歳）

　池　ミヱさん
（荒町・93歳）

北嶋　士朗さん
（石脇・82歳）

佐々木ハツさん
（小人町・91歳）

伊藤ハツヱさん
（東町・80歳）

大場テツヲさん
（上野・84歳）

河村　　修さん
（中梵天・69歳）

人　口

男

女

世帯数

（－74）

（－31）

（－43）

（－26）

12月末日現在・住民基本台帳

（　）は前月比

84,407　人　

40,293　人　

44,114　人　

30,458世帯

◆◆◆◆◆◆◆◆

　伊東アイさん（大正２
年１月１日生まれ・矢島
町七日町）と菊地ヲリヱ
さん（大正２年１月２日
生まれ・岩谷麓）に、市
から賀詞と長寿祝い金が
贈呈されました。
　どうぞこれからもお元
気でお過ごしください。

◆
父
の
介
護
用
オ
ム
ツ
を
大
型
店
へ
買
い
に

行
っ
た
時
の
こ
と
。
仕
事
を
終
え
て
か
ら
行
く

こ
と
が
多
い
の
で
、
売
り
切
れ
て
い
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
の
日
は
１
パ
ッ
ク

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
パ
ッ
ク
必
要
だ
っ
た

の
で
担
当
者
に
尋
ね
る
と
、
在
庫
は
な
く
、
店

頭
に
出
て
い
る
分
だ
け
と
の
こ
と
で
し
た
。「
入

荷
し
た
ら
寄
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
声

を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
「
余
裕
を
見
て

早
め
に
買
い
求
め
て
い
る
の
で
大
丈
夫
で
す
」

と
伝
え
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

し
て
買
い
に
行
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
棚
に
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
次
は
い
つ
頃
入

荷
し
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
「
あ
！　

ち
ょ
っ

と
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
言
っ
て
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
駆
け
て
行
き
ま
し
た
。「
そ
ろ
そ

ろ
い
ら
っ
し
ゃ
る
頃
だ
と
思
っ
て
、
２
パ
ッ
ク

寄
せ
て
お
き
ま
し
た
」
と
。
疲
れ
た
心
に
と
て

も
優
し
く
染
み
渡
り
、
車
に
戻
っ
て
か
ら
涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
菊
地
さ
ん
・
本
荘
地
域
）

◆
毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
箱
根
駅
伝
。
今

年
も
す
ば
ら
し
い
感
動
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
30
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝
を
果
た

し
た
日
体
大
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

４
位
争
い
の
最
後
１
０
０
㍍
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
、
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
シ
ー
ド
権

を
取
れ
な
か
っ
た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、
来
年
新

た
な
ヒ
ー
ロ
ー
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わ
た
し
も
、
あ
ま
り
老
け
込
ま
ず
に
ガ
ン
バ
ル

ゾ
ウ
！

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

古
希
男
さ
ん
・
西
目
地
域
）

 

広
報
課
よ
り

　

平
成
16
年
度
か
ら
架
け
替
え
事
業
を
進
め

て
き
た
由
利
橋
が
、
い
よ
い
よ
完
成
！
（
10

㌻
参
照
）
１
月
29
日
に
渡
り
初
め
式
が
行
わ

れ
ま
す
。
神
事
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉

割
り
の
あ
と
に
は
、
市
内
の
三
世
代
夫
婦
・

２
組
、
地
元
保
育
園
の
園
児
ら
が
渡
り
初
め
。

そ
の
あ
と
に
続
い
て
一
般
の
方
も
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
開

通
を
前
に
、
自
ら

の
足
で
〝
渡
り
初

め
〞
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

平成25年１月15日号 広報ゆりほんじょう

鈴木　ハルさん
（薬師堂・87歳）

松井　秋子さん
（石脇・87歳）

村上　優一さん
（石脇・84歳）

阿部　昌秀さん
（東梵天・93歳）

小島　良一さん
（油小路・98歳）

齋藤きよ子さん
（八幡下・90歳）

渡辺喜一郎さん
（川口・87歳）

庄司　榮子さん
（石脇・73歳）

柳原　幸夫さん
（石脇・75歳）

小野　光晴さん
（小人町・75歳）

土田　チサさん
（陳場岱・78歳）

成田直太郎さん
（大中ノ沢・89歳）

滝野　常男さん
（矢島町城内・75歳）

佐藤　善作さん
（矢島町元町・94歳）

今野　スヱさん
（岩城勝手・99歳）

松永　カウさん
（岩城亀田亀田町・78歳）
大山　靜雄さん

（岩城勝手・63歳）
佐々木ミヨノさん

（岩城勝手・96歳）

伊藤キミエさん
（岩城亀田最上町・93歳）
麻生　智一さん

（吉沢・81歳）
佐藤　幸明さん

（黒沢・55歳）
長谷川鉄雄さん

（東鮎川・83歳）
鈴木　シマさん

（町村・82歳）
庄司　春夫さん

（前郷・78歳）
佐々木滿義さん

（岩野目沢・58歳）
石井　武司さん

（岩谷麓・92歳）
小助川孝治さん

（葛岡・86歳）

佐々木　勇さん
（大倉沢・87歳）

今野カナヱさん
（大内三川・90歳）

佐々木ヤエ子さん
（大倉沢・78歳）

髙野フサ子さん
（中田代・89歳）

小石　三郎さん
（米坂・97歳）

佐藤ヨシ子さん
（東由利田代・84歳）

八嶋　ユキさん
（東由利黒渕・75歳）

柴田太二郎さん
（西目町西目・85歳）

髙橋スヱコさん
（西目町出戸・85歳）

髙橋サカヱさん
（鳥海町伏見・84歳）

村上ナカヨさん
（鳥海町猿倉・92歳）

佐藤　チヱさん
（鳥海町伏見・93歳）

佐藤　トキさん
（鳥海町下川内・86歳）
原田　ゲダさん
（鳥海町下笹子・88歳）
太田　ナツさん
（鳥海町上笹子・72歳）
池田　　律さん
（鳥海町上川内・78歳）

　由利橋架設工事による市道の通行止めに伴い、８月から運行経路を変更していますが、このたびの仮橋撤去工事の期
間中も経路変更と桶屋町停留所の移設を継続します。ご協力をお願いします。
【問い合わせ先】地域おこし課　☎24－6378

　由利橋開通に伴い仮橋は撤去します。撤去工事の期間中は「市道由利飛鳥線」が通行止めとなります。ご不便をおか
けしますが、ご協力をお願いします。
　　　　　　　　市道由利飛鳥線（由利橋交差点～本荘グランドホテル裏交差点）終日全面通行止め
　　　　　　　　１月29日㈫　午後５時～３月末頃（仮橋撤去工事完了）まで
【問い合わせ先】建設管理課　☎24－6330

　横断歩道橋撤去のため、砂子下地内において国道105号
の夜間通行止めを行います。
　規制中は迂回路をご利用ください。
【規制区間】国道105号（砂子下地内）
【規制期間】１月22日㈫～１月24日㈭（21時から翌朝５時まで）
【規制方法】夜間通行止め

【問い合わせ先】
　秋田県建設部道路課
　由利地域振興局建設部  企画調査課
　道路交通情報センター
　株式会社堀井建設

☎018－860－2483
☎25－4546
☎050－3369－6605
☎28－2172


